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二性の医療機関

`i農
煮が発生するようにな,た場合等11は 1纂基暴繕→事

も延期暴降感守懸善黎が共幅■時共事る尋暮が手碁寺纂み暑碁斜与_帰国童 i

量蝕童五迷盗上定し【の診療体皿から二般り,医療機関で診療する体制 it7Jり :

賛え二重症者は入院、軽症者は在宅療養に振り分けることとヽ 卜 。_こ子のため

際、地域においては、…感染症指定医療機関等以外の医療機関や公共施設等で■

患者を入院・入所させることができるよう、豊前に響 活用計画を策定してお

く必要がある。また、在宅療養の支援体制を整備しておく必要があ登。

軸 醸
i艶強襲動蓋塾歯議地鰺産塁二壷直塞鮨血鳳融豊:醜 立:0まな|(111
木1菌誌:彙llttu遠 1諦1会1警あ蘭:係

1機1蘭め|ネ,|卜
|ウー■ク金麹抵璧菫基壼五こ11

なお、抗インフルエンザウイルス薬については、最新の科学的知見、諸外国

における              備蓄状況、国内の撓ギ■4諄要嘉¥ギ与

4井異薬の流通状況等を踏まえ、国・地方自治体において備蓄・配分、流通調

整を行う。

Ω●1ワケ■|ン

22■ンにより、ウイル入に感染した場合11発FIするコi豊性を低下さ■、ま

L、 発症Li縫食l二重症イLすることを防ぐことで、受診患蓋数を減少させ、本

院患意数や重FI患童数をII「え、医療体tllが 対応可能な範囲内におさめるよう努

ぬ0こ_趨ま,_新型インフルエンザによる健康被害や社会 l経済活動令の影響を

最小限にとどめんことl二つながるド楽ビ■宅学縫聾路鉾≡諄努崇宴嘉暮姦辱感〒

新型インフルエンブ対策にお1す るツクチンについてtよ、役害い異なるプレバ

ンム ック2クチン_とヱ∫ンデミック7'■ンの2種類がある。

パンデミックワクチン毎£■妥は、新型インフルエンザの発生後ll新型ィン

フルエンザウイルスを基に製造されるものであり

-28- -29-

r 対策 ′)基本 笏

全国民分介Q接種を基本とするの製造寺器始李る事与要轟李

る。■墓も守し|のため、全国民分の■パンデミックワクチンを供率導当聾缶長与

できるだけ短い期間で製造する

ことができるよう研究開発を進める.

ブレバンデミックワクチン11,浙型インフルエンゾが発生する前の段階で、

鳥インフルエンプウイルス (HONl里型)を基11製造されるものであり、りONJ

工型以外のインフルエン悧二|よ 有効性がなく、また、新型インフルエンダウイ

ルスがHONl翼型であったとしても、バンデミック7ク チンと|ヒ較すると,そ

の有効111よ否確力)で ある。しかしながら、バンデミック7ク チンが供給される

碁碁基侵〒そ嘉までの間暮、国民の生命を守 り、最低限の生活を維持する観点

から、医療従事者や社会機能の維持に関わる者に対し、プレパンデミックワク

チンの接種を行う必要があるF暑0ため、現時慕■碁■妥幕〒プレバンデミッ

クワクチン原液の製造・備蓄を進めることとする。

事異守発生前から、プレバンデミックワクチン及びバンデミックワクチンの

接種が円滑に行われるよう、国民的議論を踏まえ、接種の対象者や順位のあり

方坤 等を明らかにするとともに、集園的な接種を基本として,法帥位

置づ|す 、援種の実施主体、接種の実施方,ム 等について決定し,榛標体制を構築

する。その上で、豊選菫L聾型型暴4狂2色レ

“

凶童簑豊」査とた三菱生後L宝
める●き事項1よ 速やかに1沐定で査るよう、決定の方法等を可能な限り書前に定

めておく。

さらに、新型インフルエンザ対策全体の中でのワクチンの位置付けや、ワク

チンの種類、有効性・安全性、供給される時期、供給される量、接種対象者、

接種体市1と いった基本的な情報について積極的な情報提供を行い、国民の理解

促進を図る,

´

l⑭③ll社会・経‐済機能の維持
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新型インフルエンザが発生すれば,保イ建f医療の分野だ|す でなく、社会全体

1二影割 及び,71tt i経 済活動の縮Jヽ 1偉溝が危惧0れる9こ のため、口民生

活を進盤する観点からは、社会 l経済機能の維持のための対策が必要である,

断聾 ンフルエンブ発生前に
一

、

…

各行政機関、各事業者において|よ 、新型インフルエンザ発生を

想定1に丼幕し轟、職場にお|す る感染予防や事業継続のた1めの計画を策定し、従

業暴拳職場■おヰる感染丼条守事業継続に不可欠な事べ暮重要業務や特

従業員の勤務体制などをあらかじめ定め、発生に備えることが必要初 である。

新型インフルエンゾの発生晴1よ 、各行政機関、事業煮|二 おいて、職場におけ

る感染予防策を実施し感染拡本抑制1二繁めるととも|二 、事業継続計画を実行し,

それに応tiた活動を維持する。特に、医療従事者及び社会機能の維持に関わる

五       等の暑長基碁O基盤暮桜6襲秦暮に対しては、通勤事業の

継続が社会的に求められているため、ワクチンの先得接種等の支援を行う。事
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新型インフルエンザ対策は、I連の流れをも,て縣 発生の状況製 に応じ

た千暴るべ暮対策耕 をとる必要があるが異与ることから、事前の準備を進め、

黙滉の変1し に11応 した意思決定を迅速に行うことができるよう、予め発生の各

段階を設|す 、各段階で姜 想定される状況とその対応戦略

―
鉾を定めることとする笑尋シ←必犠勇輿摩る。

本行動計画では、新型インフルエンザが発生する前から、海外での発生、国

内での発生も、まん延

―

を迎え、小康状態に至るまでを,我が回の

案情に応じた戦略11ユ1して5つの発生段階に分類した。

国全体での各■の発生段階の移行については、

WHOの フェーズの引上げ及び引下げを参考と轟幌しながら、森 海外や国

内【の発生状況             を踏まえて参寺基与等、国解

が遡畔 し窒主する。

艦■偽|け |=韮

`キ

すなど|よ血ら―な|し こヽ―と{‐

=懃
意が必要である:|
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<本行動計画の発生段階とWHOの フェーズの対応表>
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【前段階】本発生期 フェーズ 1、 2、 3

【第一段階】海外発生期 フェーズ 4、 5、 6

【第二段階】国内発生早期

【第二段階】国内発生期感染線共期皐暮み

―【壁理墜塾整■Jヽ量期 後バンデミック期

: ||||1椰

SA― B

-

―



1繁1生1段階| 状1態

前段階 (未発生期) 新型インフルエンザが発生 していない状態

第一段階 (海外発生期 )

海外で新型インフルエ

ンザが発生した状態

国内のいずれかの墨道

府県において患者が発

生 しているが、全ての

患者の接触歴を疲学調

査で追える状態

国内のいずれかの都道

府県において患者の接

触歴が疫学調査で追え

なくなつた状態

11(地 1琲未1発1生1期)|

:

急1暑ちヽ発1生 |し |そ t'な

tヽ状態

|.(地域1発生1早期)|

各著r造1府 県i●ぉ|ぃそ

轟1者が発1生tlそtヽ |る

が:金て|の1患1者|の 1接1触

屋|を 1嚢1学1議‐蓋ヽ 通|え

る状態

::…
1来

‐
感1集‐IFA‐大|■■|ん1証

～
患者の減1少

各著F道 1府県|●おいで

急1著‐あ1機1触礎が義1学

―

二億 ::1

幽

第二段階 (国 内発生早期 )

第二段階 (国 内発生期 )

第四段階 (小康期)

患者の発生が減少し、低い水準でとどまつてい

る状態

「 オ〃々 の2F不 |ケ′ナ ″ ,ち与ガ〆)基,・バ:ラケ′/

く発生段階>
く回及び整露::蜘薩義虜し上述壼ち量生量整Σ

11段1隧

未発生期
第一段階  第二段階

海外発生期 囲内発生早期

0         1

筆
=国内発生期

C栞

1:驚

支`
1華うま撃蓼七〕夕冤

難

蝉嘲今一̈̈̈一
地域での発生状況は

様々であり、
・地域未発生期から地域
発生早期

・地域発生早難から地域
発生辮
の移行は、都道府県を
単位として判断繭 鰤
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V「 |1各段1階||お 1す 0対策

以下、発生段階ごとに、予想される状況、対策の目標、対策の考え方、主要

7項 目の個別の対策を記載する。

煙宜上、段階1■分lt(対策を記載するが、鳳な0対策,墨体細な案施職靭餞
繭 齢‐嶽1麟湛必す.tt― m LIな1,1■ |●||1雲軌め1字1癒|こ1=真|なる:状 1携1ヽ

発壼漱尾樹朧1藝尋儀壽繊|[が
=11歳

1態ぼ″

`1螢

喜ヽ盛 .しモ|1必 1要な1轟 1贅を1桑

豪il曇齢 .:澤F轟1熱

`が

薫議1構轟llL轟llllあ前齢あ琺 |=う |し そヽはII適 1萱

=|ガ
イ|‐|

1華摯り1単IU嘉魅選lit盛凄姜え■|                    
｀

杢重塾誼回■記戴する対策建、:薇風性 :感染力笠が高い場合にも対応できる

すものである。実際には、病原性・感染力等のウイルスの特徴、地域の特性、

孟2他0塾渥盗踏宣Z二塁登隻2ム進全⊇量蟻玉生劇董り強我進二選コfl能性

及び

…

のが社会 l経済活動l■与える影級を総合的にFJl案 し、本行動計

亘■記載する立ΩΩうちから実施す谷き対策を選IRし決定する。

病原性・感染力等に関する情報が限られている場合には、これらが高い場合

を想定した強力な対策を実施するが、情報が得られ次第ご適切な対策へと切2
賛え伍 _こ と立ゑn… ま上、豊11対策の必要lltを 評価し,林滉の進展に応じて,

羞選悛 握工した対策について1よ その縮J)II ttlLを 図ることとする。

対策の実施・縮小・中止等を決定する際の判断の方法 (判 断に必要な情報、_

拠断の墨盟L_込定ブ旦セス笠)にpぃて1=、 連宣、ガイドライン等I二 定めるこ

と止立1る .

前段階 未発生期

膿

予想される状況

○新型インフルエンザが発生していない状態。

○海外において、鳥等の動物のインフルエンザウイル丞/」 Aヽに感染する例が散

発的に発生 しているが、人から人への持続的な感染はみ られていない状況。

対策の目標

1)発生に備えて体制の整備を行う。

2)国際的な連携の下に発生の早期確認に努める。

対策の考え方

〇新型インフルエンザは、いつ発生するか分からないことから、平時から警戒

を怠らず、本行動計画等を踏まえ、地方自治体等との連携を図り、対応体制

の構築や訓1練の実施、人材の育成等、事前の準備を推進する。

O新型インフルエンザが発生した場合の対策等!二 関し、国民全体でΩ認識基

有を図るため、継続1旬な情報提供を行う。

○海外での新型インフルエンザ発生を早期に察知するため、国際的な連携を

図り、継続的な海外からの情報収集を行う。

○海外での新型インフルエンザ発生をは 二とにつながる可能性があるため、

島等の動物の_イ ン2ルエンブが多楽し
‐
Cいる国Jl対 して協力 1薫援壺行う。



Iク ーυ 議段嗜 未3ざ ■′″

藤聾綱巻与暮治事4裏理解県餡暮体制の整備と地方自治体との連携の強化】

・ 国における塞施辮 体制を整備 。強化するために、初動対応体制の確立や発

生時に備えた中央省庁業務継続計画をの策定す等善進める。曇轟薔暮暴〒会

毎

・ 関係省庁対策会議の枠組を通じて、関係省庁間の連携を確立する。

・ 臨 驚倉鷹製:鍛麟 警奮翼 霧織
|

・螺盤朧艦憲絆 ::請蹴権茸参
・ 都遵府県遵J■課製鋼饉等躍封接銅邦嬢丼響躍魏錫い工都道府県等

―が自衛隊、警察、消防機関、海上保安機関等と連携を進めるための必要な支

援を行          う。■畢基券靭客
=劃

酔義尋靱霜■畿臨等守

-

【国際間の連携】

換を行与碁基碁義甲新型インフルエンザの発生時に議井国や国際機関や諸外

国笠と速やかに情報共有できる体制を整備する。

ワクチンや抗インフルエンザウイルス薬等の備蓄・開発等に関する国際的な

連携・協力体制を構築する。

研異者守医療従豊縣 者や

一

専門家、暴び保健挫碁行政官等の人材

育成のために、研修員受入、専門家派遣、現地における研修等を行う。■井

'7-空
 演政鼈 メ■ぎ生期

, 新型インフルエンザの発生を想定した毎幕異〒諸外国との共同訓練を実施す

る 。J繹 尋 生 事 実 陽 4い L

・ 新型インフコレエンザ発生時L二旦際機関又整発生国からの要請に応じて派遣

できるよう、疫学、検査、臨床、家畜衛生等からなる海外派遣専門家チーム

を編成する与〒畢際機嬰異線発基           中 。

・ 国際的な連携強化を含む調査研究を充実する。■畢基募働暮〒義幕基基等〒

・ ウイルス検体の、国際機関 (WHO、 OIE等)を 通じた国際的な共有のあり方

を検討する。

【情報収集】

'新型インフルエンザの対策等に関する国内外の情報を収集する。長畢基券働

> 情報収集源     ´

/ 国際機関 (WHO、 OIE青昌際会糧轟業機闇■留Ю■等)

/ 在外公館

/ 国立感染症研究所

‐

/ 国立大学法人北海道大学‐α暑■畢子■学異与ギ与半導―

/ 独立行政法人動物衛生研究所

/ 地方自治体

/ 検疫所

r動物にバけるインフルエンザに関するサーベイランス】



lマ ーυ 積段階 未発生効

鳥麺 ヽ豚におけるインフルエ ンザのサーベ イランス を実施す る。

【通幕のインフルエンザに関丼する通常のサーベイランス】

1共鶏摯率輩眸覇論諄毛轟幕ら準裏聾曰■月準つ■尋当解睾嘉導瀬練幾

人で毎年冬季に流行する通

常のインフルエンザ●つい(.駒手≦黎婆弾暑屡機倭暴指定届LL機関 (約 01999

0医療機関)11おいて患煮発生の動向を調査し、金目的な流行状況|二ついて

把握する。また、指定届出機関の中の約500の 医療機関において、|ウイ,レス

番遣型‐輛 馨
―
を調‐査|じ11流行しているウイルスの性状について把握す

生

‖

1■澤機1馨ilおi,撼麟|レ |ラ ,″

=し
|ザ1様1症躾|=よる.欠1席‐著|め―状1流 |(学1級 |‐学4‐開嶺:

一 インフルエンジウイルスl二対する拡体の保煮状況の調査|二 より、国民の免農
の状況を把握する。

-

等          :

げ一 θ 議段 階 未 発 生期

←

興 ‐

1新型インフル手ンプの国内発生購l― 、迅蒸嬉 適,1二構鷺自

'康

学調査を実施

〔継続的な情報提供】

三 新型インフルエンザに関する基本的な1青報や発生した場合の対策について、

蚤種驚体を和1駆 し、泄統的1三分かりやす0滞報提供を行うp

・ 手洗い、咳エチケット等の、通常のインフルエンザに対しても個人レベルで

興

,コ ミュニケーションの体制整備として以下を行う。

11TFr‐型イ|ンラ

'レ

エレ|ザ発1生1時|の 1‐ 1発1生状況It応 |し た1国
1民 |^の情津籠提1供|の1内

容i菫菫激量企ユ||セ|ス,■1対1楽|あ 違色11対策|の1実施主1体 :を1明確にす.る,

螂 :I圭L止量甕産裳艶のit盤 2遠避壺曇金盤と圭る動
隻1チ取|ウ |キ11痣 |‐じ

=栞
1用1苛清しな1疲薮|あ

―
棄株■機歯|を藩1崩‐する

'1機

に|う 1ヽ
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       ::::1'11111,111tii:::ilitili`:::::iliti::1:::`:,11::::::litiliitilit,111111:i」        :」        tを 1:::::を i:Li`1.1,

■
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【対策実施のための準備共会の現‐幕醒罫■■朝』→基脚要齢郎場馨終】

(個人レベルでの対策の普及)_

1 手洗い、咳エチケット等の基本的な感乗予防策の普みを図る。また、自らが

患煮となった場合の対応11つ いての理解促進を図る。

(地域・社会レベルでの対策の周知)

。新型インフルエンザ発生時に実施され得る、患者の濃厚接触者の外出自粛、

学校繕の臨時体業、集禽の自粛等のぉ国内での感染拡大をなるヽく_llpぇ るた

めの対策l二 ついて周知を図る。

(衛生資器材等の供給体需1の 整備)

・ 衛生資器材等 (消毒薬、マスク笠主の生産・流通・在庫等の状況を把握する

仕組々を確立する,

倒螺腸等条入国者対策の準備)
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業‐な―資キ材の摯備を行う.`―
・                検疫の強化に伴い感染したおそれの轟る

登墜者を停留する場合に備え、発生国から来航する航空機・船舶について、

中 、その状況に応じて国内検疫実施場所を指定し、集約化を図

ることを検討する。また、集約海空港の周囲の議 宿泊施設の確保を進め

る。轟呼妻生導崇働離勢L

II絵1度の機花め際に必1要 となる防疲僣置
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